
研修 評価     

研修名 
地域につなぐ外来看護―求められる専門性 役割を自覚し地域包括ケ

アを推進しよう 

領 域 

 

協働を高める研修 会場 看護研修センター 受講料 会 員：3,080円 

非会員：9,240円 

対 象 

 

学習段階レベル（Ⅲ～Ⅴ） 

募集数( 80人)応募数(39人)参加数(39人)会員数(39人)非会員数(0人) 

日 時 令和 6年 7月 10日（ 水曜日）   10：00 ～ 15：30 

ねらい（目標） 1. 地域包括ケアにおける外来看護の役割り及び求められる能力（サービス

や連携・継続）について学ぶ。 

２．地域包括ケアと外来看護の専門性について理解を深める。 

講 師 清水 久美子（元佐久大学 客員教授） 

内容・方法 

 

○講義内容 

・医療制度とこれからの外来看護 

・外来の機能と外来看護師に求められる専門性（役割・地域連携・地域包括

ケア） 

○研修方法   講義、グループワーク 

結 果 

 

 

○参加者数  39名 49％ 【達成・未達成】 

○アンケート結果（回収率 100％） 

 ・理解度      94.9% 【達成・未達成】 

 ・自己課題の達成度 84.6％【達成・未達成】 

○受講者の意見 

・同じ悩みを共有でき心強かった、モチベーションアップにつながった。 

・課題は明確だが、現実、改善は簡単ではない。 

 

 

 

評 価・総 括 ○目標達成の評価： 【研修会の目標は達成した・達成しなかった】 

・アンケート結果より「研修のねらいと研修内容の整合性」89.7％であり、研修 

時間は予定より 30分早く終了したが、研修内容の満足度 92％や理解度、 

自己課題の達成度も評価は高く、総合的に研修会の目標は達成した。 

・アンケート結果：回収率 100％ 達成 

○総括 ：受講動機は「関心がある 66.7％」が「上司命令 33.3％」より多く、 

アンケートの意見も受講してよかったと肯定的な意見が多かったことから、 

需要がある研修であり、今後も継続して開催することが必要と考える。 

課 題 

 

○募集人数が未達成だが、アンケート結果から研修内容が妥当だったことや 

対象が外来看護師であることから、土曜など参加しやすい曜日を検討する。 

今回、研修時間は 30分短縮となったが、理解度や達成度、満足度に問題がなか

ったことから、研修内容に新たな講義を追加するか、このまま時間を短くする

か、次年度検討の必要がある。 

担当者 教育委員 

 

評価基準： 

①参加数が募集数の

70％以上 

②研修内容の理解度

（できた、ほぼでき

た）80％以上 

③自己課題の達成度

又は研修目標（知識

技術）の習得度（で

きた、ほぼできた）

80％以上 

④アンケートの意見 


